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研究成果の概要（和文）：CRISPER-Cas9により、全身性エリテマトーデス(SLE)のモデルマウスであるMRL/lprマ
ウスへのMEFV exon2 E148QのKIマウス(MEFV E148Q KI MRL/lpr)を作製した。MEFV E148Q KI MRL/lprでは自己抗
体価やメモリーBcell、樹状細胞の割合が有意に低下し、腎炎重症度が軽減する傾向が見られた。また、SLE患者
検体を用いたMEFV遺伝子の全エクソン解析に関しては、マウスモデルと一致して、MEFV多型が存在により、SLE
における腎炎の発症が抑制される結果であり、MEFV多型はループス腎炎発症には保護的に働くことが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：We reviewed the case of Japanese patients with SLE. Also, we partially 
introduced human exon 2 of the MEFV gene with or without E148Q variant into those in MRL/lpr mice 
(MRL/lpr hMEFV WT vs MRL/lpr hMEFV E148Q). Patients with MEFV variants exhibited significant lower 
presence of lupus nephritis than those without MEFV variants. We counted the total number of MEFV 
variants exhibited in each patient. The total number of MEFV variants in patients with lupus 
nephritis was significantly lower than those lacking lupus nephritis. Consistent with the data from 
patients with SLE, MRL/lpr hMEFV E148Q showed the tendency of less severity in lupus nephritis (Not 
significant) and showed significantly less autoantibody production. The differences in those 
phenotypes was suggested to be attributed by less induction of dendritic cells followed by less 
memory B cells. Our results suggested that presence of MEFV variants provides protection from the 
development of lupus nephritis in patients with SLE.

研究分野： 自己免疫・自己炎症性疾患
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研究成果の学術的意義や社会的意義
SLEを含めた自己免疫疾患は、T細胞やB細胞のみならず、自然免疫担当細胞の関与も注目されているが、これま
で自己免疫疾患のモデルマウスを用いたMEFV遺伝子の機能的解析を行った先行研究はなく学術的な独自性が高
く、今回の研究では自己炎症性疾患と自己免疫疾患という別カテゴリーの疾患が互いの病態に与える影響やその
機序を解くことで、その他の自己炎症性疾患や自己免疫疾患についても更なる理解や研究が進むきっかけになる
ことが期待される点で学術的意義が高く、自己炎症性疾患に関連する遺伝子に注目することで、自己免疫疾患の
病態解明につながる可能性を秘めている点において社会的意義も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
家族性地中海熱（Familial Mediterranean Fever; FMF）は、地中海沿岸地方を中心とした MEFV 遺伝子

の異常で発症する遺伝性自己炎症性疾患であるが、近年本邦での FMF 症例報告も増えている。本邦の FMF
患者で多く認められる MEFV 遺伝子の Exon 2 における多型は、本邦の健常人でも 2〜3 割存在しており、
これまで、ヒト MEFV 遺伝子のノックインマウスにより MEFV 遺伝子の Exon 10 変異の病的意義は確認さ
れているが、Exon 2 の多型の病的意義に関しては未解明な部分が多い。また近年の臨床研究では、MEFV
遺伝子変異/多型の存在が SLE などの自己免疫疾患の病態を修飾することが報告されており、特に本邦の
FMF の特徴である MEFV 遺伝子の Exon 2 における多型の存在は、SLE におけるループス腎炎の発症に抑制
的に働く可能性が示唆されている（Deniz R et al. Lupus 24: 705-711, 2015）が、その真偽や機序は
不明である。 
 
 

２．研究の目的 
本研究では、MEFV 遺伝子の Exon 2 の多型のノックインマウスを用いることで Exon 2 の多型の自己免疫

疾患である SLE における病的意義や自己免疫疾患への影響を動物実験により解明を試みること、また臨
床研究として全 SLE 患者に MEFV 遺伝子解析を実施し、その変異/多型が SLE の臨床病態に与える影響を
解析することを目的とした。 
  
  
３．研究の方法 
CRISPER-Cas9 を用いて遺伝設計を行い、全身性エリテマトーデス(SLE)のモデルマウスとして知られる

MRL/lpr マウスへの MEFV exon 2 E148Q hetero 多型の E148Q ノックインマウス(MRL/lprhMEFV E148Q)を作
製、コントロールとして point mutation を伴わない同部位のヒト MEFV exon 2 をノックインさせた
MRL/lprhMEFV WTマウスを作製し、体重変動や生存率、蛋白尿や自己抗体価の推移といった臨床評価、腎臓
や皮膚などの組織学的評価、フローサイトメトリーによる B細胞や T細胞、単球等の細胞発現の評価、
培養実験によるインフラマソーム活性化の評価を実行する。また、SLE 患者検体を用いた MEFV 遺伝子の
全エクソン解析を行い、その有無に伴う臨床所見や検査所見を比較すること、MEFV 遺伝子多型を伴う S 
L E 患者における臨床的特徴を明らかにして、マウスから得られた結果との一貫性を検証した。 
  
  
４．研究成果 
 (1) MEFV 遺伝子多型を伴う SLE 患者は、それを伴わない患者と比較して、ループス腎炎の発症率が有

意に低く、多変量解析にて、MEFV 遺伝子多型の保有数は、ループス腎炎の発症に有意に関連を示した。 

 
 

End point Variables   Odds rate (95% CI) P-value 

Lupus nephritis Age at onset 1 increase 1.013 (0.963 to 1.065) 0.63 
Male gender Presence 0.754 (0.053 to 10.741) 0.84 
Low CH50 Presence 4.758 (0.869 to 26.052) 0.07 
Anti-dsDNA Ab positivity Presence 5.159 (0.761 to 34.950) 0.09 
Total number of MEFV variants 1 increase 0.359 (0.137 to 0.942) 0.04 



(2) モデルマウスによる検討では、腎炎
の組織学的な重症度判定において、有意差
は認めないものの、MRL/lprhMEFV E148Qマウス
で腎炎が軽減する傾向が見られた。 
 
 
また、血清の自己抗体価やフローメイト

メトリー解析におけるメモリーB細胞や樹
状細胞の割合は有意に MRL/lprhMEFV E148Qマ
ウスで低下しており、腎炎の軽減との一
貫性を認めた。 
 

 
以上の結果より、MEFV 多型はループス腎
炎発症には保護的に働くことが示唆され
た。 
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